
１4

「ふじあざみ」に掲載して
いる内容・データ等は、現
時点までに得ている調査結
果を基本にしています。
今後の調査等の進展によ

り、内容の一部または全部
に変更が生じる場合もあり
ます。

●ご意見・ご感想・ご質問など、お気軽にお寄せください。

国土交通省中部地方整備局　富士砂防事務所

２月22日に富士宮市民文化会館小ホールで第18回富士山への手紙・絵コンクー

ルの表彰式を富士宮市、富士宮市教育委員会が行いました。手紙の部6,950人、

絵の部4,921人の応募の中からそれぞれの部の最優秀賞１人、優秀賞３人、佳作

20人が表彰されました。後援の富士砂防事務所から、新宅事務所長が副審査委員

長として審査、表彰を行いました。最優秀賞は以下の通りです。

第18回富士山への手紙・絵コンクール 表彰式

発行

国土交通省中部地方整備局

富士砂防事務所

静岡県富士宮市三園平1100

電話 0544-27-5221

http://www.cbr.mlit.go.jp/fujisabo/

平成26年３月25日　第89号

■富士宮砂防出張所
〒418-0103 静岡県富士宮市上井出1321-9
TEL 0544‐54‐0236
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担当／建設専門官 落合 または 調査課長 大森まで
インターネット　http://www.cbr.mlit.go.jp/fujisabo/
Ｅ－ｍａｉｌ　fujisabo＠cbr.mlit.go.jp

２月22日㈯・23日㈰に「ふじさんめっせ」において「なんでも富士山2014」が開催されました。富
士砂防事務所は富士山立体模型を使い、溶岩流の流れを擬似的に再現しました。溶岩流は沢筋（広域避難
計画のライン）に沿って流れ下り、下流域では非常に流れの遅い動きとなりました。来場された多くのみ
なさんには、下流域での避難には充分時間があることを体感して頂きました。

なんでも富士山2014で富士山溶岩流実験なんでも富士山2014で富士山溶岩流実験

information information　お 知 ら せ　information information

来場者に溶岩流について説明する富士山砂防ボランティアの長尾さん（右）八木さん（右から2人目）

中学生の部
御殿場市立御殿場中
篠原 早季 さん

高校生・成人の部
静岡県立御殿場南高
室伏 佑哉 さん小学生高学年の部

富士市立伝法小
影島　誠 さん

小学生低学年の部
富士宮市立富士宮東小
武藏 紫萌 さん幼児の部

だれでもアーティストクラブ
角岡 真弥 さん
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ぼ
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中学生の部
　富士宮市立上野中 光久 美鈴 さん

高校生・成人の部
　兵庫県神戸市 上野 佳平 さん

表彰式

手紙の部  最優秀賞

絵の部  最優秀賞
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広域避難は同一県内の市町村への避難を基本とするが、県外への避難が必要な場合には、山梨、静岡、
神奈川３県が相互に協力し避難者の受入を行うとしています。
富士山火山広域避難計画は各県HP等にアップされていますので参考にして下さい。
また、今年の10月19日㈰には富士山火

山三県合同防災訓練2014を山梨県・静岡
県・神奈川県・関係市町村が実施します。
関係自治体では広域避難計画に基づき住民
避難訓練を予定しています。
なお、今現在は、富士山が噴火する兆候

はありません。気象庁は火山現象の変化に
伴い随時富士山噴火警戒レベルなどの情報
を発表していますのでご確認願います。

富 士 山 火 山 広 域 避 難 計 画を 策 定富 士 山 火 山 広 域 避 難 計 画を 策 定
２月６日「ふじさんめっせ」において、第３回富士山火山防災対策協議会、富士山火山防災対策シンポ
ジウムが開催され、富士山広域避難計画（案）が公表されました。広域避難計画の対象とする火山現象は、
火口形成、火砕流、大きな噴石、溶岩流、融雪型火山泥流、降灰、小さな噴石です。計画では、影響想定範囲、
避難を要する範囲、避難先、避難時期、避難対象者、避難開始基準、避難解除基準、避難対象範囲が示さ
れました。

溶岩流の場合は対象ライン（沢筋）毎の避難となり、
影響想定範囲は想定火口範囲が第１次避難対象エリア、
溶岩流が３時間以内に到達する範囲を第２次避難対象エ
リア、溶岩流が24時間以内に到達する範囲を第３次避
難対象エリア、溶岩流が７日以内に到達する範囲を第４
次Ａ避難対象エリア、溶岩流が40日以内に到達する範
囲を第４次Ｂ避難対象エリアとしています。

１つの火口から流下する溶岩流は、大規模噴火の場合でも概ね３ラインの範囲に収まっていることから、
単独ラインに加えて３ライン同時避難を想定しています。３ライン同時避難における避難者数の最大とな
るのは富士東麓では「ライン１・２・３」、富士西麓では「ライン５・６・７」、富士北麓では「ライン13・
14・15」です。

2.6 富士山火山防災対策シンポジウム溶岩流等の影響想定範囲と避難対象エリア

溶岩流単独ライン避難対象者数
３ライン同時避難の広域避難先地域溶岩流におけるライン避難
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溶岩流における広域避難の方向と避難対象者の受入検討
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0.3
2.5
4.6
3.5
<0.1
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0
0
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0.5
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第１次

避難
対象者
数

市町村名 第２次第３次 第４次Ａ 第４次Ｂ
自市町村
内避難者
数

広域避難
（市長村
外避難）
対象者数

ライン１
小山町
御殿場市

ライン２
御殿場市
裾野市

ライン３
裾野市
長泉町
三島市

ライン４
富士市

ライン５
富士市

ライン６
富士市
富士宮市

ライン７
富士宮市

ライン８
富士宮市

ライン９
富士宮市
鳴沢村
富士河口湖町

ライン10
富士宮市
富士河口湖町
身延町

ライン11
富士河口湖町

ライン12
鳴沢村
富士河口湖町

ライン13
富士吉田市
鳴沢村
富士河口湖町

ライン14
富士吉田市
鳴沢村
富士河口湖町
西桂町

ライン15
富士吉田市
鳴沢村
富士河口湖町
西桂町

ライン16
富士吉田市
西桂町
忍野村
山中湖村

ライン17
山中湖村

0
0
0
0
0
0

<0.1
<0.1
0
0

<0.1
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0
0
0
0
0
0
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0
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0
0
0
0
0
0
0
0
0
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0
0
0
0
0
0
0
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0
0
0
0
0
0
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0.1
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0.1
0.1
0.1
0.1
0
0
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0
0
0.2
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0.3
0.3
0
0.1
0.1
<0.1
0.1
0
0.1
0.1
0.2
0.2
0.1
0.3
0
0.3
0

<0.1
0

<0.1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0.1
0.1

0.6
0.4
0.2
0.9
0.9
0
0.3
0.3
0
0
2.2
2.2
1.7
1.7
0.4
0.1
0.3
0.7
0.7
0.7
0.7
0.3
0.3
0
0
0
0
0
0
0
0

<0.1
0

<0.1
1.0
0
0
1.0
1.1
0.5
0
0.7
0
2.0
2.0
0
0
0
1.0
1.0
0
0.1
0
0.1
0.1

2.3
0.3
2.1
2.5
2.5
0
1.6
1.6
0
0
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4.6
4.6
2.6
0
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4.0
4.0
3.2
3.2
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1.7
0
0
0.3
0.3
0

<0.1
0
0
0
0
0
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0.1
0
1.4
2.4
2.4
0
0
0
2.5
2.5
0
0
0
1.1
1.1
0
0

<0.1
0.1
0.1

2.9
0.5
2.4
2.6
2.6
0
4.4
3.5
0.5
0.4
0.7
0.7
6.7
6.7
4.7
0.9
3.7
2.3
2.3
0.4
0.4
0.4
0.4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1.0
0.6
0
0
0.5
1.0
0.6
0
0
0.5
1.1
0.6
0.5
0
0.1
0.1
0.1

0.3
0
0.3
0.2
0.2
0
0.9
0
0.5
0.4
2.3
2.3
1.8
1.8
0.4
0.1
0.3
0.7
0.7
0.9
0.9
0.5
0.5
0
0

<0.1
<0.1
0

<0.1
<0.1
<0.1
0.1
0
0.1
0.1
0.1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0.1
0
0
0.1
0.1
0.1
0.1

5.6
1.2
4.4
5.7
5.7
0
5.4
5.4
0
0
2.1
2.1
11.3
11.3
7.3
0.9
6.3
6.3
6.3
3.5
3.5
2.1
2.0
0
0.1
0.4
0.3
0.1
0
0.1
0.1
0.2
0.2
0
2.8
0
0.3
2.5
4.6
3.5
<0.1
0.7
0.5
5.6
5.1
0
0
0.5
3.1
2.6
0.5
0
0.1
0.3
0.3

ラ
イ
ン
名

避難対象エリア別 避難先別
［万人］

※平成24年４月１日時点。
※端数処理のため、合計が各数値の和に一致しない場合がある。
※「<0.1」は、500人未満を示す。
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広域避難は同一県内の市町村への避難を基本とするが、県外への避難が必要な場合には、山梨、静岡、
神奈川３県が相互に協力し避難者の受入を行うとしています。
富士山火山広域避難計画は各県HP等にアップされていますので参考にして下さい。
また、今年の10月19日㈰には富士山火
山三県合同防災訓練2014を山梨県・静岡
県・神奈川県・関係市町村が実施します。
関係自治体では広域避難計画に基づき住民
避難訓練を予定しています。
なお、今現在は、富士山が噴火する兆候
はありません。気象庁は火山現象の変化に
伴い随時富士山噴火警戒レベルなどの情報
を発表していますのでご確認願います。

富 士 山 火 山 広 域 避 難 計 画を 策 定富 士 山 火 山 広 域 避 難 計 画を 策 定
２月６日「ふじさんめっせ」において、第３回富士山火山防災対策協議会、富士山火山防災対策シンポ

ジウムが開催され、富士山広域避難計画（案）が公表されました。広域避難計画の対象とする火山現象は、
火口形成、火砕流、大きな噴石、溶岩流、融雪型火山泥流、降灰、小さな噴石です。計画では、影響想定範囲、
避難を要する範囲、避難先、避難時期、避難対象者、避難開始基準、避難解除基準、避難対象範囲が示さ
れました。

溶岩流の場合は対象ライン（沢筋）毎の避難となり、
影響想定範囲は想定火口範囲が第１次避難対象エリア、
溶岩流が３時間以内に到達する範囲を第２次避難対象エ
リア、溶岩流が24時間以内に到達する範囲を第３次避
難対象エリア、溶岩流が７日以内に到達する範囲を第４
次Ａ避難対象エリア、溶岩流が40日以内に到達する範
囲を第４次Ｂ避難対象エリアとしています。

１つの火口から流下する溶岩流は、大規模噴火の場合でも概ね３ラインの範囲に収まっていることから、
単独ラインに加えて３ライン同時避難を想定しています。３ライン同時避難における避難者数の最大とな
るのは富士東麓では「ライン１・２・３」、富士西麓では「ライン５・６・７」、富士北麓では「ライン13・
14・15」です。

2.6 富士山火山防災対策シンポジウム溶岩流等の影響想定範囲と避難対象エリア

溶岩流単独ライン避難対象者数
３ライン同時避難の広域避難先地域溶岩流におけるライン避難
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溶岩流における広域避難の方向と避難対象者の受入検討
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6.6
6.9
6.9
4.4
4.4
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2.6
0
0.1
0.4
0.4
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0.1
0.1
0.3
0.2
0.1
2.9
0.1
0.3
2.5
4.6
3.5
<0.1
0.7
0.5
5.6
5.1
0
0
0.5
3.2
2.6
0.5
0.1
0.1
0.3
0.3

第１次

避難
対象者
数

市町村名 第２次 第３次 第４次Ａ 第４次Ｂ
自市町村
内避難者
数

広域避難
（市長村
外避難）
対象者数

ライン１
小山町
御殿場市

ライン２
御殿場市
裾野市

ライン３
裾野市
長泉町
三島市

ライン４
富士市

ライン５
富士市

ライン６
富士市
富士宮市

ライン７
富士宮市

ライン８
富士宮市

ライン９
富士宮市
鳴沢村
富士河口湖町

ライン10
富士宮市
富士河口湖町
身延町

ライン11
富士河口湖町

ライン12
鳴沢村
富士河口湖町

ライン13
富士吉田市
鳴沢村
富士河口湖町

ライン14
富士吉田市
鳴沢村
富士河口湖町
西桂町

ライン15
富士吉田市
鳴沢村
富士河口湖町
西桂町

ライン16
富士吉田市
西桂町
忍野村
山中湖村

ライン17
山中湖村

0
0
0
0
0
0

<0.1
<0.1
0
0

<0.1
<0.1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0.1
0.1
0
0
0.1
0.1
0.1
0.1
0
0
0
0
0
0.2
0.2
0.3
0.3
0
0.1
0.1
<0.1
0.1
0
0.1
0.1
0.2
0.2
0.1
0.3
0
0.3
0

<0.1
0

<0.1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0.1
0.1

0.6
0.4
0.2
0.9
0.9
0
0.3
0.3
0
0
2.2
2.2
1.7
1.7
0.4
0.1
0.3
0.7
0.7
0.7
0.7
0.3
0.3
0
0
0
0
0
0
0
0

<0.1
0

<0.1
1.0
0
0
1.0
1.1
0.5
0
0.7
0
2.0
2.0
0
0
0
1.0
1.0
0
0.1
0
0.1
0.1

2.3
0.3
2.1
2.5
2.5
0
1.6
1.6
0
0
1.5
1.5
4.6
4.6
2.6
0
2.6
4.0
4.0
3.2
3.2
1.7
1.7
0
0
0.3
0.3
0

<0.1
0
0
0
0
0
1.5
0.1
0
1.4
2.4
2.4
0
0
0
2.5
2.5
0
0
0
1.1
1.1
0
0

<0.1
0.1
0.1

2.9
0.5
2.4
2.6
2.6
0
4.4
3.5
0.5
0.4
0.7
0.7
6.7
6.7
4.7
0.9
3.7
2.3
2.3
0.4
0.4
0.4
0.4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1.0
0.6
0
0
0.5
1.0
0.6
0
0
0.5
1.1
0.6
0.5
0
0.1
0.1
0.1

0.3
0
0.3
0.2
0.2
0
0.9
0
0.5
0.4
2.3
2.3
1.8
1.8
0.4
0.1
0.3
0.7
0.7
0.9
0.9
0.5
0.5
0
0

<0.1
<0.1
0

<0.1
<0.1
<0.1
0.1
0
0.1
0.1
0.1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0.1
0
0
0.1
0.1
0.1
0.1

5.6
1.2
4.4
5.7
5.7
0
5.4
5.4
0
0
2.1
2.1
11.3
11.3
7.3
0.9
6.3
6.3
6.3
3.5
3.5
2.1
2.0
0
0.1
0.4
0.3
0.1
0
0.1
0.1
0.2
0.2
0
2.8
0
0.3
2.5
4.6
3.5
<0.1
0.7
0.5
5.6
5.1
0
0
0.5
3.1
2.6
0.5
0
0.1
0.3
0.3

ラ
イ
ン
名

避難対象エリア別 避難先別
［万人］

※平成24年４月１日時点。
※端数処理のため、合計が各数値の和に一致しない場合がある。
※「<0.1」は、500人未満を示す。
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「ふじあざみ」に掲載して
いる内容・データ等は、現
時点までに得ている調査結
果を基本にしています。
今後の調査等の進展によ

り、内容の一部または全部
に変更が生じる場合もあり
ます。

●ご意見・ご感想・ご質問など、お気軽にお寄せください。

国土交通省中部地方整備局　富士砂防事務所

２月22日に富士宮市民文化会館小ホールで第18回富士山への手紙・絵コンクー

ルの表彰式を富士宮市、富士宮市教育委員会が行いました。手紙の部6,950人、

絵の部4,921人の応募の中からそれぞれの部の最優秀賞１人、優秀賞３人、佳作

20人が表彰されました。後援の富士砂防事務所から、新宅事務所長が副審査委員

長として審査、表彰を行いました。最優秀賞は以下の通りです。

第18回富士山への手紙・絵コンクール 表彰式

発行

国土交通省中部地方整備局

富士砂防事務所

静岡県富士宮市三園平1100

電話 0544-27-5221

http://www.cbr.mlit.go.jp/fujisabo/

平成26年３月25日　第89号

■富士宮砂防出張所
〒418-0103 静岡県富士宮市上井出1321-9
TEL 0544‐54‐0236

■由比出張所
〒421-3211 静岡県静岡市清水区蒲原新田２丁目16-8
TEL 054‐389‐1202

〒418-0004 静岡県富士宮市三園平1100
TEL ０５４４‐２７‐５３８７
担当／建設専門官 落合 または 調査課長 大森まで
インターネット　http://www.cbr.mlit.go.jp/fujisabo/
Ｅ－ｍａｉｌ　fujisabo＠cbr.mlit.go.jp

２月22日㈯・23日㈰に「ふじさんめっせ」において「なんでも富士山2014」が開催されました。富
士砂防事務所は富士山立体模型を使い、溶岩流の流れを擬似的に再現しました。溶岩流は沢筋（広域避難
計画のライン）に沿って流れ下り、下流域では非常に流れの遅い動きとなりました。来場された多くのみ
なさんには、下流域での避難には充分時間があることを体感して頂きました。

なんでも富士山2014で富士山溶岩流実験なんでも富士山2014で富士山溶岩流実験

information information　お 知 ら せ　information information

来場者に溶岩流について説明する富士山砂防ボランティアの長尾さん（右）八木さん（右から2人目）

中学生の部
御殿場市立御殿場中
篠原 早季 さん

高校生・成人の部
静岡県立御殿場南高
室伏 佑哉 さん小学生高学年の部

富士市立伝法小
影島　誠 さん

小学生低学年の部
富士宮市立富士宮東小
武藏 紫萌 さん幼児の部

だれでもアーティストクラブ
角岡 真弥 さん

今
年
の
四
月
、
私
の
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
横
浜
の
中
学
校
へ
入
学
し
ま

し
た
。
四
月
三
日
り
ょ
う
に
入
る
た
め
、
私
と
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
で

お
兄
ち
ゃ
ん
を
送
っ
て
い
き
ま
し
た
。
お
兄
ち
ゃ
ん
を
送
り
と
ど
け
た

帰
り
、
東
名
高
速
道
路
か
ら
、
見
な
れ
な
い
形
の
山
が
見
え
ま
し
た
。

私
は
お
母
さ
ん
に
、『
あ
の
山
も
し
か
し
て
富
士
山
な
の
？
』
と
聞
く
と
、

「
そ
う
だ
よ
。
家
の
方
か
ら
見
る
富
士
山
と
は
ず
い
分
ち
が
う
形
だ
ね
。」

と
言
っ
て
ま
し
た
。
た
し
か
に
、
あ
ま
り
見
な
れ
な
い
形
だ
っ
た
の
で

富
士
山
だ
と
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
ほ
ど
で
す
。
車
で
た
っ
た
一
時
間

半
の
き
ょ
り
な
の
に
、
こ
ん
な
に
富
士
山
の
形
が
ち
が
っ
て
見
え
る
こ

と
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
私
の
大
好
き
な
お
兄
ち
ゃ

ん
が
富
士
山
の
形
が
ち
が
っ
て
見
え
る
ほ
ど
遠
く
に
行
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
な
ん
だ
か
と
て
も
さ
み
し
く
思
い
ま
し
た
。
で
も
私
は
、
自
分

の
ゆ
め
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
お
兄
ち
ゃ
ん
を
富
士
山
の
反
対

が
わ
か
ら
、
せ
い
い
っ
ぱ
い
お
う
え
ん
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
富
士
山

も
い
つ
も
が
ん
ば
っ
て
い
る
お
兄
ち
ゃ
ん
を
お
う
え
ん
し
て
ね
。

国
語
の
「
へ
ん
し
ん
し
て
お
話
し
を
作
ろ
う
」
で
、
私
は
ふ
じ
山
に

な
っ
た
よ
。『
私
は
ふ
じ
山
、
夜
に
き
れ
い
な
星
、
ひ
る
間
は
遠
く
の

町
も
見
え
る
。
今
日
も
け
色
を
な
が
め
て
い
る
と
、
女
の
子
と
お
母
さ

ん
が
の
ぼ
っ
て
来
た
。
私
は
が
ん
ば
れ
っ
て
お
う
え
ん
し
た
。
二
人
が

て
っ
ぺ
ん
に
つ
い
た
。
や
っ
た
ね
、
お
め
で
と
う
！

　と
ぐ
ん
と
せ
の

び
を
し
て
き
れ
い
な
け
色
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。』
ね
え
、
ふ
じ
山
。

私
が
ふ
じ
山
に
の
ぼ
る
時
、
ど
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
く
れ
る
か
な
。
ど

ん
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
く
れ
る
か
な
。

小
学
生
低
学
年
の
部富

士
宮
市
立
東
小
　市
川 

花
椰 

さ
ん

小
学
生
高
学
年
の
部

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
　植
松 

彩
心 

さ
ん

中学生の部
　富士宮市立上野中 光久 美鈴 さん

高校生・成人の部
　兵庫県神戸市 上野 佳平 さん

表彰式

手紙の部  最優秀賞

絵の部  最優秀賞


